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ノレミン(有効塩素濃度 1% )に20分浸潰した後，滅菌水で洗浄する

方法で行った。培養器として直径 9cmの滅菌、ンャーレを用いた。こ

れに種々の培地の約20mtを入れ，各シャーレ 50粒の種子を置床し

た。 4反復とした。 25.C，16時間日長，約5，0001uxで培養し. 1 

カ月後に種子の発芽率とカノレス形成率を調査した。その後，カノレス

からの再生個体を得ょうとし，表2にしめす各種の培地に継代した。

培養条件はカノレス誘導と同様である。

結果

植物生長調節物質のオーキシンとして 2，4ージクロロフエノキ

シ酢酸 (2，4-D)とインドール酢酸(IAA)を，またサイトカ

表2 再分化のために用いた培地
と再分化
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イニンとして 6ーベンジノレアデニン (BA)とカイネチン (KIN)を含む培地におけるチモシー(品種ノ

サップ)の発芽率とカノレス形成率を表 lに示した。オーキシンの 2.4-Dを添加した培地でBAの 100

μM以外でカノレスの形成が認められた。しかし， lAAはカノレスの誘導には効果がなかった。 サイトカイ

ニンの BAとKINは無添加の方がカノレス形成率は高かった。カ Jレス形成には 2.4-D単独で良く， BAは

KINよりも阻害的に働いた。 2.4-D濃度の 100μMでは減少した。発芽率と植物生長調節物質とは明ら

かな関係は認められなかった。再分化の結果を表2に示した。茎葉分化はKINを含む培地で認められた。

その後，植物生長調節物質を含まない培地に移植し発根させた。

考察

イネ科牧草における力 jレスからの個体再生の報告は寒地型牧草のオーチヤードクーラス，しタリアンライ

グラス，)ト-)レブエスク〉など，暖地型牧草らギニアグラス，ネピアグラス，ブノレーパニックグラスな

どでなされている。北海道における主要牧草のチモシー，およびペレニアノレライグラスで報告がない。本

研究はチモシーの種子力ノレスからの個体再生の報告である。本研究と前述の寒地型イネ科牧草の研究から

カノレスの誘導には 10μM，50μMくらいの濃度の 2.4一Dを用い，カ Jレス形成後は 2.4-D濃度を低下さ

せ，サイトカイニンとしてKINまたはBAなどを添加して茎葉分化を得ているのが一般的である。また基

本培地はMS培地が主であるが，ォーチヤードグラスでは SH基弘用いられている。本研究では再生率

が低く，今後さらに効率良く，安定的に個体を得る諸条件を明らかにする必要がある。

摘要

チモシーの細胞育種の基盤として，組織培養技術を確立することを目的として研究を行った。手始めと

して，種子からのカノレス誘導条件を検討し，さらにカ jレスよりの個体の再生を試みた。基本培地としてM

S培地を用い，種々の植物生長調節物質を組み合わせて培養した。培養条件は， 25
0

C，約5，000ルクスの

16時間日長である。その結果，カノレス誘導は， 1μMの2.4-Dを含む培地で良好であった。 得られたカ

ノレスからの個体再生は，カイネチンを含む培地で得られた。
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写真説明

1. チモシ一種子の発芽

2. 種子の発芽とカノレス形成

3. カノレスからの個体再生

4. 再生した幼植物
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